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し
も

ん
ち

ゃ
や

奈
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・
下
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屋
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１
　
所
在
地
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良
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御
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茶
屋

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
こ
ハ
月
を

一

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
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原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
坂
　
靖

・
福
田
さ
よ
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
茶
屋
遺
跡
は
、
御
所
市
街
地
の
南
方
約
三
節
、

て
い
る
。
遺
跡
の
北
方
約

一
面
に
は
名
柄
遺
跡
が
、

二
月

金
剛
山
の
東
麓
に
位
置
し

南
方
約
二
ｋｍ
に
は
朝
妻
廃

か
も
が
み

寺
、
南
方
約
三
ｋｍ
に
は
鴨
神
遺

跡
な
ど
の
遺
跡
が
所
在
す
る
。

さ
ら
に
、
下
茶
屋
遺
跡
の
す
ぐ

西
に
は
、
佐
田
遺
跡

。
南
郷
遺

跡
と
い
う
近
年
の
大
規
模
な
県

営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
跡

が
あ
る
。

佐
田
遺
跡

。
南
郷
遺
跡
は
、

い
ず
れ
も
古
墳
時
代
中
期
を
中
心
と
し
た
集
落
遺
跡
で
、
多
数
の
竪
穴
住
居
の

ほ
か
、
刀
づ
く
り
に
関
わ
る
工
房
、
石
垣
を
伴
う
大
形
建
物
や
大
壁
住
居
な
ど

の
遺
構
、
韓
式
系
土
器

・
陶
質
土
器
な
ど
の
遺
物
を
検
出
し
て
お
り
、
高
城
氏

及
び
渡
来
系
集
団
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。

下
茶
屋
遺
跡
の
調
査
も
、
南
郷

・
佐
田
遺
跡
と
同
様
、
県
営
の
回
場
整
備
事

業
に
伴
う
も
の
で
、
試
掘
調
査
や
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
四
ヵ
所
で
本
調
査
を

実
施
し
た

（第
一
ど
四
地
区
）。　
調
査
面
積
は
延
べ
約
七
五
〇
〇
♂
に
及
ぶ
。

こ
の
う
ち
、
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
第
二
地
区
と
呼
ん
で
い
る
最
も
東
に

位
置
す
る
調
査
区
で
、
約
三
〇
〇
〇
だ
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
上
層
で
は
弥
生
時
代
中
期
を
中
世
の
遺
構

・
遺
物
、
下
層
で
は

縄
文
時
代
中
期
末
ｉ
後
期
初
頭
の
遺
物
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
上
層
の
飛
蔦
ｉ
奈
良
時
代
の
川
跡

（ｓ
ｘ
①
３

か
ら
出
上
し
た
。

川
は
、
西
か
ら
東

へ
流
れ
、
幅

一
五
ｍ
、
深
さ
○

市
六
ｍ
ほ
ど
を
測
り
、
東
西

約
五
〇
ｍ
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
た
。
川
の
中
か
ら
は
、
七
世
紀
前
半
ｉ

八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
大
量
の
上
器
、
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
木
器
に
は
、

斎
串

・
農
具

（鋤
）
。
容
器

（曲
物
、
割
物
）
・
建
材

・
紡
織
器
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
た
。
ほ
か
に
、
小
形
鴫
尾

・
滑
石
製
子
持
ち
勾
玉

・
銀
製
帯
金
具

。
桃
核
な

ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。

特
に
、
鴫
尾
は
高
さ
八

・
四
釦
を
測
る
超
小
形
品
だ
が
、
作
り
は
精
巧
で
、

底
部
に
半
円
形
の
判
り
込
み
が
あ

っ
て
、
厨
子
に
の
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

(五 條)



飛
鳥
ｉ
奈
良
時
代
の
遺
構
は
、
こ
の
川
の
ほ
か
に
は
顕
著
な
も
の
は
な
い
こ

と
か
ら
、
当
該
期
の
遺
跡
は
、
こ
の
川
の
上
流
、
調
査
地
の
西
側
に
広
が

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

【看
ヵ
〕

①
　
。
「
□
□
□
所
□
□

【倶
ヵ
〕

名
□
□
□
命
□
□

②

　

＜
　
奴
原
五
十
戸
」

含

∞
じ

×

含

∪

×

卜
　

Φ
∞
牌

（
岸
ω
Φ
）
×

∞
Φ
×

ｍ
　

ｏ
∞
∞

⑪
は
半
載
さ
れ
、
下
部
は
折
損
。
表
一異
の
区
別
は
で
き
な
い
が
、
仮
に
表
と

し
た
面
の
字
は
裏
面
の
そ
れ
に
比
し
、
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
。
文
書
木
簡
と
み

て
よ
い
。
②
は
上
端
部
を
失

っ
て
い
る
が
、
切
り
込
み
の
一
部
分
が
わ
ず
か
に

残

っ
て
お
り
、
付
札
と
み
ら
れ
る
。
字
配
り
か
ら
す
る
と
、
上
に
も
う

一
字
あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
、
「□
奴
原
」
と
い
う
地
名
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。　
た
だ
、

下
茶
屋
遺
跡
の
所
属
す
る
大
和
国
葛
上
郡
に
は
、
『
和
名
抄
』

の
郷
名
な
ど
で

「□
奴
原
」
に
相
当
す
る
地
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

木
筒
の
年
代
は
、
里
を

「五
十
戸
」
と
表
記
し
て
お
り
、
七
世
紀
後
半
と
推

定
で
き
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
の
年
代
と
も
矛
盾
し
な
い
。
な
お
、
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一

か
ら
出
上
し
た
須
恵
器
の
断
片

（杯
蓋
か
）
に
、
「真
廣
」
の
墨
書
が
あ
る
。

Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
か
ら
、
木
簡
や
墨
書
土
器
の
ほ
か
、
多
量
の
上
器

。
木
器
、
斎
串
、

帯
金
具
、
さ
ら
に
は
小
形
鶏
尾
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
傍
に
里

家
の
存
在
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
式
内
大
社
で
祈
年
祭
と
も
深
く
関

わ
る
御
歳
神
社
に
近
く
、
ま
た
葛
城
川
沿
い
を
き
か
の
ぼ

っ
て
鴨
神
遺
跡
に
至

る
古
道

「
葛
城
道
」
が
下
茶
屋
遺
跡
の
近
く
を
通

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
右
の
想
定
も
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

「
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発
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調
査
概
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」
翁
奈
良
県

遺
跡
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査
概
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』

一
九
九
二
年
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一
九
九
四
年
）
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